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空間座標系において、𝑂(2, 0, 0), 𝐴(−2, 0, 0)と定める。 

𝑂𝐵 = 𝐴𝐵, 𝑂𝐶 = 𝐴𝐶より、𝑂𝐴 ⊥ 𝐵𝐶である。 

𝐵𝐶を含み、𝑂𝐴に垂直な平面は、𝑂𝐴の中点を通る。 

 

𝐵(0, 𝑦, 𝑧), 𝐶(0, 𝑦 − 3, 𝑧) (𝑦 > 0, 𝑧 > 0)とする。𝑂𝐵 = 𝐴𝐵 = 3より 

 22 + 𝑦2 + 𝑧2 = 32 ∴ 𝑦2 + 𝑧2 = 5 ──① 

𝑂𝐶 = 𝐴𝐶 = 2√3より 

 22 + (𝑦 − 3)2 + 𝑧2 = 12 ∴ 𝑦2 + 𝑧2 − 6𝑦 + 1 = 0 ──② 

②に①を代入して 6 − 6𝑦 = 0  ∴ 𝑦 = 1, 𝑧 = 2 

以上により、𝐵(0, 1, 2), 𝐶(0,−2, 2)と定まった。 

 

(1) 

𝑃(0, 𝑦, 2) (−2 ≦ 𝑦 ≦ 1)とおける。𝑃の位置に関わらず、𝑂𝑃 = 𝐴𝑃であり、△𝑂𝐴𝑃は二等辺三角形である。 

𝑂𝐴の中点を𝑀(0, 0, 0)とすると、𝑃𝑀は𝑦𝑧平面に含まれ、𝑃𝑀⃗⃗⃗⃗⃗⃗ ⊥ 𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗である。 

𝐺は𝑃𝑀上の𝑃𝐺 =
2

3
𝑃𝑀となる位置にあるから ∴ 𝑃𝐺⃗⃗⃗⃗  ⃗ ⊥ 𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ (証明終) 

 

(2) 

𝑃𝑀 = √𝑦2 + 4であり、𝑃𝑀が最小のとき𝑃𝐺も最小である。 

𝑃𝑀は𝑦 = 0 のとき最小値 2 をとるから、𝑃𝐺の最小値は 
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